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現代生活の罪業性と法蔵願心
親鸞仏教センター所長　本多　弘之
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　凡夫であるわれらの日常意識にとって、宗教的
主体として教えられる法蔵菩薩は、どういう場合
に感覚することができるのであろうか。親鸞の教
示は、徹底的に衆生は「愚悪」であり「罪障深き
存在」であると言う。その自覚に立つなら、日常
のなかに「好日」を感じたり、喫

きつ

茶
さ

喫
きつ

飯
ぱん

に直接仏
道が現前するということは、自己の凡夫性を忘れ
ることでしかない。
　しかしそれにもかかわらず、その凡夫であるこ
とと離れずに、十方衆生に大悲がはたらいている
ことを信ぜよと教えられている。仏陀の根本の見
方は、存在は因縁で成り立っているが、それに自
我の執着が付帯して、今生きてあることを無明の
黒闇で覆って、存在の本来性が見えていないとす
る。その無明の暗さを生きることには、親鸞の言
う罪障性や自力の執心が付着している、それを突
き抜けてはたらく法蔵願心を気づけ、ということ
なのであろう。
　この凡夫の存在構造に加えて、現代には文明社
会の生きづらさという課題が乗っている。文明の
利器に取り巻かれて、生活のための労力は圧倒的
に減少し、便利で気楽な生活が大多数の生活者に
確保されたようではあったが、一方で公害やゴミ

問題、さらにはエネルギー多消費による地球温暖
化などという、引き返すことが困難な課題が続々
と噴出してきて、まさに五濁悪世が増幅する事態
になっているのである。
　このような地球環境の破壊的事実を前に、個人
的な精神的満足を現在完了の形で表現して、すで
に救済されているなどと喜んでいるのは、歴史的
な事実たる生命存在の危機的事態を見て見ぬ振り
をしていることになるのではないか。こういう人
間業が生み出してくる罪障性の社会的苦難に、悲
しみと慚

ざん

愧
き

を懐
いだ

きつつ、宗教的な救済を求めるこ
とは、どのように可能なのであろうか。
　諸仏の護念証

しよう

誠
じよう

は悲願成就のゆえであるとい
う。諸仏の護念に遇

あ

うことは、深く罪業を傷むこ
とと無明の闇を担うことを自己自身とする法蔵願
心に値

ち

遇
ぐう

することなのだというのではないか。仏
道との値遇は、罪障性を忘れた即自的存在肯定で
あってはならない。現在進行形の罪業の事実と平
行する現在進行形の救済表現こそが、現代の宗教
的自覚でなければならないのではないか。それ
は、凡夫の黒闇を引き受け、煩悩の身の痛みを担
う因
いん

位
に

法蔵菩薩の永劫の悲しみを感ずることなの
ではないか。
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る。名が行となっている。その場合の行は、本願

が行となっている。これはわかりがたいですね。

　親鸞にとっての名は単なる名でなくて、選択本

願が名をもって衆生に呼びかけようとしている、

その名前自身が本願のはたらきなのだと。普通、

名前は名詞、固有名詞であって、固有名詞は行で

はないです。人間にとっての行とは、人間が努力

して何かをする、人間が一つの行為をする、そう

いうことが行と言われる。ところが、諸仏如来が

讃めていることが行だとは、名前が称えられると

いうことは、十七願がそこに起こっているという

ことだと。現実には、誰かが名を信じて発音する

のかも知れないけれども、そのことは、法蔵菩薩

の本願が、阿弥陀の願いに賛同して讃めるという

ことが、ここに起こっているという事実なのだ

と。一つの名前があるということが、十方恒沙の

諸仏如来が讃めるという事実の現れなのだと。

　これは「諸仏称名の願」ですから、凡夫称名で

はないのです。だれが称えようと、どこで称えら

れようと、阿弥陀の名が称えられるということ

は、諸仏称名の願がそこに成就してきているとい

う意味をもつということです。

■讃める人のところに阿弥陀が現れる
　諸仏称名の「諸仏」とは何だろうということは

よくわからないのですけれど、仏法を求め、仏法

に出遇
あ

い、仏法を語り伝えた方々の歴史が現代に

まできている。そうした、自分が仏法を信じてい

ける縁を残していってくださる方々は、私どもに

とってはみな諸仏であると私は思うのです。阿弥

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求め

させたもの―『大無量寿経』を読む―」の第88

回から第90回が東京国際フォーラム（有楽町）

で行われ、第88回では第十七願成就文につい

て、第89回と第90回では第十八願成就文につい

て、センター所長・本多弘之が問題提起をし、有

識者と一般参加者の方々との間で活発な質疑応

答がなされた。ここでは、先に行われた第86回

から一部を紹介する。 （嘱託研究員　越部良一）

■本願が行となる
　「諸仏称名の願」と呼ばれる第十七願に「十方

世界の無量の諸仏、ことごとく咨
し

嗟
しや

して、我が名

を称せずんば、正覚を取らじ」（『真宗聖典』18頁、

東本願寺出版、以下『聖典』）とあって、名を通し

て願いを与えたい、十方衆生を平等に救いたいと

いう願いをもった名なのだと。こういう意味で、

諸仏に名を咨嗟して、讃
ほ

めてほしいと。諸仏が讃

めてくれなければ自分は覚
さと

りを開かないと。この

願が成就して、「十方恒
ごう

沙
じや

の諸仏如来、みな共に無

量寿仏の威
い

神
じん

功徳の不可思議なることを讃
さん

歎
だん

した

まう」（『聖典』44頁）と、こういう言葉になって

きています。

　親鸞にとっての真実行とは、諸仏が称名してい

る、諸仏が讃めているということが行であるので

す。行は念仏の行、「南無阿弥陀仏」が行であるわ

けですが、「南無阿弥陀仏」が行であるとは、十方

恒沙の諸仏如来が讃めているというはたらきなの

だと。名号の意味は、「諸仏称名の願」が行じてい

「浄土を求めさせたもの─『大無量寿経』を読む─」㊱

名が行となるということ
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」   
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陀如来自身が諸仏によって讃められたいと。諸仏

によって讃められてこそ阿弥陀が阿弥陀に成る。

阿弥陀を讃めるところに諸仏のはたらきが起こる

わけです。仏法が起こるわけです。十方恒沙の諸

仏如来がみな讃めているということを手がかりに

して親鸞聖人は『教行信証』の「行巻」をお作り

になるわけですけれども、そこで経典の言葉を置

いた後、龍樹から始まって、歴史上、念仏を讃め

てきた文章をずっと並べられるのです。これはつ

まり諸仏如来の伝承です。

　凡夫ですから、自分が諸仏だというふうには言

えない。自分が諸仏だとは言えないけれども、仰

ぐ側は念仏を伝えてくださる方を諸仏だと仰ぐこ

とはできるわけです。信ずる人は凡夫なのだけれ

ども、凡夫が信じてそのことを伝えてくると、そ

れを聞いた人に念仏が伝われば、聞いた人間に

とっては、伝えてくださっている方々は仏の仕事

をしてくださっている、諸仏如来だというように

仰ぐことはできる。信じたことを、このように信

じたと伝えてくださって、それがまた人に伝わる

という力をもったときには、伝えられた側は、伝

えてくださった言葉や、そうした人たちを諸仏と

仰ぐわけです。これが仏法の歴史、諸仏の歴史な

のです。これは実体的に考えるのではないので

す。象徴的に考える。そうすると、この十七願の

意味が少しくわかってくるのではないかと思うの

です。

　そして、「南無阿弥陀仏」と称える人々のはたら

きが阿弥陀を生み出すわけです。阿弥陀がどこに

いるかといったら、讃める人のところに阿弥陀が

現れるわけです。讃めるところに阿弥陀が成就す

るわけです。不思議な話ですね。人間が念じない

のにどこかに阿弥陀がいるという話ではないので

す。阿弥陀は衆生を救いたいという願ですから、

私のための本願でありました、「南無阿弥陀仏」と

言うところに、阿弥陀が現れるわけです。これが

第十七願成就ということではないかと思います。

� （文責：親鸞仏教センター）

■ 2016年
２ / ３ 	 第51回現代と親鸞の研究会「イスラームとその
世界―私たちが知っておくべきこと」同志社大学大
学院グローバル・スタディーズ研究科教授：内藤正
典氏（中央区・AP東京八重洲通り）
２ / ４ 	 第34回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
２ / ５ 	 第11回研究員と読む公開輪読会「大悲の驚歎―
善導『観経疏』を読む―」担当：中村研究員① ２ / ５
② ２ /12③ ２ /19④ ２ /26（文京区・東京大学仏教青年
会会館）
２ /12	 ご命日のつどい
２ /15	 第89回（通算第140回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
２ /16	 第22回『西方指南抄』研究会
２ /17	 第184回英訳『教行信証』研究会
２ /19	 第162回清沢満之研究会
３ / ４ 	 第23回『西方指南抄』研究会
３ / ７ 	『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会「「対偽
対仮」という営み―「顕浄土方便化身土文類」の課
題―」大谷大学文学部教授：加来雄之（千代田区・
東京国際フォーラム）
３ /10	 第35回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
	 	 第90回（通算第141回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
３ /11	 ご命日のつどい
３ /17	 第 ２ 回清沢満之研究交流会（清沢満之から問わ
れるもの―異領域間の「対話」は可能か？）「方法と
しての〈清沢満之〉の可能性―「悪」と近代への問
い」明星学園教諭・早稲田大学現代政治経済研究
所：繁田真爾氏、「清沢再誕―その歴史的意味」真宗
大谷派教学研究所研究員：名畑直日児、「今村仁司の
清沢満之論と「宗教哲学」の課題」愛媛大学准教授：
杉本耕一、大阪教育大学教授：岩田文昭〈コメン
テーター〉、親鸞仏教センター研究員：名和達宣〈司
会〉（文京区・求道会館）
３ /22	 第 ７ 回センター会議（京都）
３ /29	 第163回清沢満之研究会
３ /30	 第185回英訳『教行信証』研究会
４ / ６ 	 第24回『西方指南抄』研究会
４ / ８ 	 ご命日のつどい
	 	 親鸞仏教センター新施設竣工式
４ /15	 第164回清沢満之研究会
４ /18	 第13回「親鸞仏教センターのつどい」記念講演
「称名念仏と浄土―現代の思想的課題からの照射
―」東京大学大学院人文社会系研究科教授：下田正
弘、「深層意識の自覚化」親鸞仏教センター所長：本
多弘之（千代田区・学士会館）
４ /19	 第186回英訳『教行信証』研究会
４ /27	 親鸞仏教センター移転開所式

親鸞仏教センターの動き
（2016年 ２ 月～ ４月）─抄出─
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が、イスラム教徒の 1割位です。両者は何が違う
のか。ごく簡単に言えば先にできたのがシーア派
であることは覚えてください。イスラム教を創始
したのは預言者ムハンマドです。そして、ムハン
マドの娘婿にあたるアリーという方がいました。
シーア派というのはアリーのことをとても慕った
方々なのです。現代の言葉で言えばアリーのフォ
ロワーであります。そのフォロワーにあたる言葉
が「シーア」なのです。スンニ派の教義ができあ
がるのは、もう少し後になります。スンニ派の人
達から見れば、ことのほかアリーのみを愛する
シーア派の人達は奇異に見えたはずです。だから
といって異教徒の神を信じているわけではありま
せんから、皆殺しにせよとはならないわけです。
　IS（Islamic�State イスラム国）は、このシーア
派を皆殺しにしてしまえと言っているのです。今
までにいろいろ過激な集団はでてきましたが、そ
こまで公言する組織はありませんでした。なぜか
と言えば、シーア派は異端だからということで
す。IS は周りのイスラム教徒を異端だと決めつけ
ては処刑しようとします。これが強硬な点です
ね。そのような基本的な事項を覚えておいてくだ
さい。

■シリアからの難民
　現在のドイツ、フランス、オランダなど西ヨー
ロッパ国の先進国にはイスラム教徒の移民の人た
ちがいます。彼らがヨーロッパに入ったのは19６0
年ごろからです。昨年から膨大なシリアからの難
民の流入によって「ヨーロッパがイスラム教徒と

第5１回

イスラームとその世界
―私たちが知っておくべきこと―

同志社大学大学院　　　　　　　　　　
グローバル・スタディーズ研究科教授　

内 藤 正 典 氏

　現代の世界情勢を知るうえでイスラム教、また、イ
スラム世界の研究や理解は不可欠である。
　親鸞仏教センターでは2016年 2 月 3 日に「現代と親
鸞の研究会」の講師として内藤正典氏をお呼びした。
内藤氏は現在、同志社大学大学院グローバル・スタ
ディーズ研究科教授であり、中東問題の第一人者であ
る。当日は「イスラームとその世界　私たちが知って
おくべきこと」という講題のもと、講義をいただいた。
以下にその抄録をお届けする。
 （親鸞仏教センター嘱託研究員　田村晃徳）

■﹁信徒ではない﹂ことの意味
　まず、はじめにお断りしておくのは、私はイス
ラム教の信徒ではないということです。ですから
私が話すのはイスラム教の社会の話、あるいは地
域の話です。もちろん、イスラム教についても間
違いのない範囲で言及はいたします。しかし、イ
スラム教の信徒であるかないかによって、ものの
見方が大きく違うということ。このことをまずご
理解いただきたいのです。例えば、ジハードで自
分が敵だと思った者を殺していいか、となればイ
スラム教徒のイスラム学者であれば「それはあり
得る。コーランに書いてあるから」と答えます。
しかし、私はイスラム教徒ではありませんので
「信仰の敵であるから、殺していいとはならな
い」と答えるわけです。

■スンニ派とシーア派
　イスラム教徒は世界中に住んでいます。イスラ
ム教にはスンニ派とシーア派がありますが 9割は
スンニ派です。シーア派はイランに多いのです

本研究会では、﹁現代とは何か﹂をテーマに、さまざまな分野でご
活躍されている方々から、専門分野での課題とその苦闘を問題提起
いただき、時代の課題と親鸞の思想・信念との接点を探っています。

現　代　と　親　鸞　の　研　究　会   

研究会の様子
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向き合わなければならなくなった」という報道が
されていますが、誤りです。半世紀も前からイス
ラム教徒はいたのです。このような点をジャーナ
リストたちは誤解しているのです。このシリアか
らの難民の問題が起こる前から、はっきりした数
はわかりませんがドイツ、フランス共に480万人
ほどのイスラム教徒が住んでいたとされていま
す。つまり、ヨーロッパではすでにイスラム教が
第二の宗教になっていたのです。

■アサド政権からの逃避
　誤解の一例をあげましょう。ヨーロッパジャー
ナリストが「難民は IS から逃れてきたのだから
受け入れなければならない」と言います。これは
誤りです。なぜならばシリアからヨーロッパに
入った難民のほとんどは IS から逃れてきたので
はありません。彼らはアサド政権の攻撃から逃れ
てきたのです。安倍総理もそのように言っていま
したが誤りです。2014年はじめにはUNHCR（国
連難民高等弁務官事務所）は、正確には数えられ
ないがシリアからの難民が300万人に達するだろ
うとしていました。しかし、2014年の初めに IS は
いないのです。IS が登場するのは2014年の ６月以
降のことです。ですからアサド政権側の空軍など
による反体制側への苛

か

烈
れつ

な攻撃から逃れてきたの
です。

■旅人には優しく
　オスマン帝国の時代には、ユダヤ教徒やキリス
ト教徒も住んでいました。しかし、迫害はしませ
んでした。税金を徴収したのです。そのかわり共
存していったのです。つまり「不平等下の共存」
です。そのように異教徒とも共存していたのです。
　現在、トルコ一国で難民が250万人くらいいま
す。しかし、排斥運動は起こっていません。シリ
アから彼らが来たという因果関係はもちろんわ
かっています。しかし、原因が何であろうと彼ら
は客なのです。客に向かって帰れとは言えないわ
けですよね。トルコは難民とは見ないのです。ド
イツやデンマークなどと違って排斥しない。それ
はイスラム教徒に国境の考えがないからなので
す。国家に所属するという観念がないのです。

コーランのなかに「旅人は弱者であるから優しく
しなさい」と書いてあります。神の絶対命令なの
です。そこには従わなければならないのです。
　人が亡くなったときもいつまでも悲しんでいて
はいけないと教えます。誰かが亡くなると「これ
で天国に行けた。よかった」と皆が言い出すので
す。そうすると、だんだん遺族も「よかったのか
な」と思えてくるのです。お葬式のときに「亡く
なった人に対する「貸し」を放棄しますか」、と聞
かれるのです。そうすると「放棄する」と答える
のです。これは最後の審判のときに、その人に罪
が残らないようにするという思いからだそうです。

※�内藤氏の問題提起と質疑は、『現代と親鸞』第34号
（2016年12月 １ 日号）に掲載予定です。

内藤　正典（ないとう まさのり）氏
� 同志社大学大学院　　　　　　　　　

グローバル・スタディーズ研究科教授

　1956年東京生まれ。東京大学大学院理学系研究科博
士課程中退後、東京大学教養学部助手、一橋大学大学
院社会学研究科教授などを経て現在、同志社大学大学
院グローバル・スタディーズ研究科教授、研究科長。
専門は、現代イスラーム地域研究、移民研究、中東の
国際関係論。
　著書に、『トルコのものさし　日本のものさし』（筑
摩書房、1994年）、『ヨーロッパとイスラーム―共生は
可能か』（岩波書店、2004年）、『イスラーム戦争の時代
―暴力の連鎖をどう解くか』（日本放送出版協会、2006
年）、『イスラムの怒り』（集英社、2009年）、『イスラム
―癒しの知恵』（集英社、2011年）、『イスラームから世
界を見る』（筑摩書房、2012年）、『イスラム戦争　中東
崩壊と欧米の敗北』（集英社、2015年）、『トルコ　中東
情勢のカギをにぎる国』（集英社、2016年）、『イスラー
ムとの講和　文明の共存をめざして』（集英社、2016
年）、『欧州・トルコ思索紀行』（人文書院、2016年）、
など多数。
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う問題です。それに対して「偽」は思想性の問題
です。この「対偽対仮」という課題は、二つの問
題が並列してあるのではなく、一つの課題という
ものを果たし遂げていくために重層的な表現を
とっています。真の仏弟子とは、この仮・偽とい
う問題を自らの問題として深く受け止めていくと
いう存在が押さえられています。
　その「対偽対仮」がどうして「仏身仏土」とし
て語られねばならなかったのか。つまり、浄土と
は一体何ぞや。浄土というものは、如来が私たち
を包む世界を表わし、その世界にどのようにして
出遇

あ

うのか、そういう問題が表現されています。
仏身仏土というものは、どこまでも如来がわれわ
れを摂化するそのはたらきというものを表わして
いる、この一点を決して崩さない。「化身土巻」
は、方便悲願が教えとなって、教えのはたらきと
して如来が私たちの仮・偽なる在り方にどこまで
も関わってくるのだということです。そして如来
のはたらきのなかにきちんと自分というものを位
置付けていきます。
　「化身土巻」というものが見つめている現実と
は、濁

じよく

世
せ

・穢
え

悪
あく

と示される私たちが、仏教に出遇
いながらどうして仏道を生きることができないの

　2016年 3 月 7 日、東京国際フォーラム（有楽町）
において、大谷大学文学部教授である加来雄之氏
をお招きし、「「対偽対仮」という営み―「顕浄土
方便化身土文類」の課題―」というテーマで、『教
行信証』「化身土巻・末巻」研究会を開催した。
『教行信証』全 6巻のなかで、最後の「化身土巻」
が担う課題とは何であるのか。親鸞の「真の言は
偽に対し、仮に対するなり」という言葉を手がか
りにお話しいただいた。ここにその研究会の一部
を紹介する。

■﹃教行信証﹄における﹁仏身仏土﹂
　「信巻」に善導の「真仏弟子」という言葉を解
釈する「「真」の言は偽に対し、仮に対するなり」
（『真宗聖典』245頁）という親鸞聖人の言葉があ
ります。仏弟子として偽に対し仮に対するとは、
一体どのような具体的な事実なのか。そのことを
説き明かそうとするのが「化身土巻」である、こ
のように言っていいと思います。
　少し思い切ったかたちで、「真言」という言葉を
「真仏土巻」に当ててみます。私は「真仏土巻」
のもつ意味が、「化身土巻」を考えていくときに、
非常に大きな視点を与えてくれるものだと思って
います。つまり、真仏土という世界はどういう世
界か。それはどこまでも自分の光明・寿命が包め
ないものがあるならば、私は本当の覚

さと

りを得るこ
とはできない。どこまでも迷いの衆生というもの
に、言葉となって関わっていこうとする、そうい
う精神そのものが「真仏土巻」に表わされていま
す。そしてそのような世界が、衆生の具体的な苦
しみや悩みを縁としてはたらいてくる、その道理
を私たちに示しているのが「化身土巻」であろう。
こういう大まかな押さえ方をしています。
　では、「仮」と「偽」とは一体何なのか。「仮」
という問題は教えを聞く私たち人間の在り方とい

﹁対偽対仮﹂という営み
―「顕浄土方便化身土文類」の課題―

元親鸞仏教センター研究員　藤原 　智

『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会報告⑤   

加来 雄之（かく たけし）氏� 大谷大学文学部教授
　1955年京都府生まれ。1978年大谷大学文学部仏教学
科卒業、1984年同大学大学院文学研究科博士後期課程
真宗学専攻満期退学。2010年より大谷大学文学部教
授。専門は真宗学。
　著書に、『『大無量寿経』の讃歌と問答―曇鸞撰『讃
阿弥陀仏偈并論』を読む―』（東本願寺出版）など。論
文に、「入願海―方便化身土を開顕する意義」（『眞宗研
究』第5６輯）など多数。
　また、2011年 2 月18日に ｢清沢満之研究会｣ にご出
講いただき、「清沢満之と宗教言説―自足と修養―」を
テーマにご講義いただいた。その詳細は『現代と親鸞』
第23号に収録されている。
�

加来雄之 氏



親鸞仏教センター通信　第57号　Jun. 2016 7

か、という課題です。そういう在り方を問い直す
ということが、「化身土巻」に引かれているさまざ
まな教えのはたらきだと思います。その如来のは
たらきのなかにある自己、有限なる私というもの
をどのように回復していくのか。つまり、私たち
が生きているこの濁世において、如来のはたらき
というものをどのように受け止めていくのか。こ
ういう問題が「化身土巻」の課題であろうという
ふうに思います。

■方便化身土の根本課題─濁世・末代の道俗─
　そのはたらきに出遇っている自覚内容、これが
実は一般に三願転入の文と呼ばれている内容だと
思います。私はそれを「願海に入る」という言葉
で表わしました。つまり如来の願いのなかにある
という、この自覚として受け止めるべきだと。つ
まり、私たちがただ念仏するということは、その
実践的な意味は私たちが如来のはたらきのなかに
自己を見いだすということです。そうすれば、私
たちはその如来の言葉というものに本当に出遇っ
ていく存在として、この世を歩むことができます。
　この自覚を通して、初めて私たちは仏説という
ものに本当に依っていくということがはっきりす
るわけです。仏の教えに依るとはどういうことな
のか。それは仏滅後のわれわれに遺

ゆい

教として示さ
れる「四依」という問題を押さえてくる。つまり
濁世であって、しかも末代。お釈迦さまがいない
時代を生きる存在として教えというものに出遇っ
ていかねばならない。そこに初めて「 教

きよう

誡
かい

」とい
う問題が出てきます。
　「教誡」というのは、濁世をいたむお釈迦さま
の大悲によってさまざまな教えが説かれているの
だ、ということを回復せよ、ということです。そ
ういう課題として受け止めるならば、この「教誡」
という言葉でなされてくるのは、人間性を見失わ
せるようなさまざまな事柄というものをどのよう
にお釈迦さまは受け止めようとしたのか。その精
神に出遇うための課題なのです。

　こういう大きな視点というものが示されたとき
に、現代において、私たちにおいて、仮なるもの
はどのようなかたちで私たちを縛っているのか。
偽なるものはどのようなかたちで私たちを包んで
いるのか。ひょっとすると、浄土真宗の言葉を語
りながら、私たちは仮に取り込まれたり、偽のな
かに埋没していたりするかもしれないわけです。
そういう問題を問い直すための具体的な道を「化
身土巻」は非常に厳密に記述していこうとされて
いるのだと思います。

※�加来雄之氏の講義と質疑は、『現代と親鸞』第35号
（2017年 ６ 月 １ 日号）に掲載予定です。

●出版物のご紹介
◇第33号 特集 清沢満之研究の軌跡と展望

『現代と親鸞』（2016年 ６ 月 １ 日）
�
 巻頭論文 　
◆�躍動する教学――現代に向かって清沢満之が投げ
かけた課題� …… 本多　弘之

 第 １ 部  清沢満之研究会の軌跡
◆満之の骨格――『宗教哲学骸骨』を中心に�
� …… 田村　晃徳
◆�他力門仏教に帰す――「他力門哲学骸骨試稿」の
実存的意義� …… 伊東　恵深
◆『臘扇記』を読む――清沢満之における転換期�
� …… 名和　達宣
◆�『有限無限録』を読む――「 公

おおやけ

 」とは、「国家」と
は� …… 山本　伸裕
◆「『精神界』論文」にみる清沢満之の応答性�
� …… 春近　　敬
 第 ２ 部  寄稿論文
◆西田幾多郎の「宗教哲学」と清沢満之の「宗教哲学」�
� …… 杉本　耕一
◆井上円了と清沢満之――近代日本の仏教者�
� …… 三浦　節夫
◆�「天」と「公」と――清沢満之における「儒家的
なもの」� …… 子安　宣邦

 第 ３ 部  清沢研究の可能性～没後百周年から見え
たもの～ （第 １回「清沢満之研究交流会」報告）
◆提言Ⅰ　清沢満之「復権」の試み�…… 山本　伸裕
◆提言Ⅱ　�天皇制国家と「精神主義」――清沢満之

を中心に� …… 近藤俊太郎
◆提言Ⅲ　�清沢満之の〈発掘〉――『臘扇記』とい

う一断面� …… 名和　達宣
◆提言Ⅳ　�大谷大学編『清沢満之全集』編纂の背景

と課題� …… 西本　祐攝
◆討　議　異領域からの清沢研究が交わる場所�
� …… コメンテーター　杉本　耕一

 第 ４ 部  〔コラム〕清沢満之という多
プ リ ズ ム
面体

Ⅰ　激切なる実学――近代日本最高の哲学者・清沢満
之（越部良一）／Ⅱ　感電と摩擦――清沢満之と曽我
量深（藤原　智）／Ⅲ　清沢満之を描いた画家――中
村不折とその時代（大澤絢子）／Ⅳ　悟後修行の風光
――清沢満之と證空（中村玲太）／Ⅴ　大きな「自分」
としての存在――鈴木大拙にとっての清沢満之（ステ
ファン・Ｐ・グレイス）／Ⅵ　理性の限界と「不可知
的実在」――清沢満之とスペンサー （長谷川琢哉）
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　清沢満之研究は、没後百周年（2003年）を機に大
きく進展し、これまでに増して種々の立場から画
期的な研究成果が発表されるとともに、新たな入
射角からの問題提起がなされるに至った。しかし、
それゆえに異領域間での「すれ違い」や「もつれ」
が生じていることも、まぎれのない事実であろう。
　そこで、それぞれの立場において、清沢の研究に
取り組むことを自明の事柄とはせずに、あらため
て「なぜ、清沢なのか？」を問い返し、そこにおい
て逆に清沢から問われるもの、あるいは自らの立
場や研究領域に開示される可能性について議論を
重ねることを目指して、2016年3月17日「浩々洞発
祥の地」として知られる求道会館（文京区本郷）を
会場に、第2回「清沢満之研究交流会」を開催した。
　当日は約60名が集い、研究領域や立場を越えて
の白熱した議論が繰り広げられた。以下、思想史
学（繁田氏）・真宗教学（名畑氏）・宗教哲学（杉
本氏）という三つの研究領域からの発表要旨と、
全体討議におけるコメント（岩田氏）の一端を報
告する。

▋▏研究発表
方法としての〈清沢満之〉の可能性
―― 「悪」と近代への問い ――

繁田 真爾（明星学園教諭〔早稲田大学〕）

　近年、「清沢そのもの」の
研究は精

せい

緻
ち

化する一方で、
「なぜ清沢か？」という問
いは、脇に置かれがちであ
る。その結果、一部の人々
には自明の清沢研究も、他
の人々には問いを共有することすら難しい、そん
な研究の自己目的化が進んでいる。しかし清沢
は、「近代」を問うための最も可能性ある思想家の

Ⅰ

一人だというのが、私の確信である。重要なのは、
清沢思想の核心である「有限者の哲学」、「否定の
方法」、「悪人の宗教」の歴史的意義を理解し、そ
こからどのように「近代」を逆照射することがで
きるか、ということであろう。清沢研究の強みを
最大限に活かすためには、逆説的だが、ある程度
「清沢そのもの」から離れ、その「部分否定」や
「悪」の思想などを手がかりに、「清沢からみた近
代」を問い直す大きな視座に再び立つことが、重
要ではないだろうか。

満之再誕―― その歴史的意味 ――
名畑 直日児（真宗大谷派教学研究所研究員）

　『宗教哲学骸骨』執筆の
初期から、晩年にいたるま
で、満之の中で貫かれてい
た課題は「宗教心」（安心立
命）であることを、満之の
テキストを元に確認したい。
　真理に目覚めるところに宗教心が成り立つのだ
が、そこにはどこまでも目覚めることができない
という根本問題（無明）が横たわっている。この
ことの論理化につとめた満之は、その根本問題の
克服（「人生に関する思想の一変」）につとめた。
　そのなかで、エピクテタスの不如意から、真理
を知ろうとする我々の自我分別（「思想」、無明）
を 翻
ひるがえ

す意味を聞き取ったのである。その翻りは
また、他者・社会との関係を開く内容をもってい
ることを確認したい。「精神主義」は、学説ではな
く実行であるとされるが、分別ではなく翻り（目
覚め）をモットーとする満之の生き方、姿勢は現
代の我々へのメッセージではないだろうか。

Ⅱ

第 ２回「清沢満之研究交流会」報告

清沢満之から問われるもの
―異領域間の﹁対話﹂は可能か？―

浩々洞発祥の地・求道会館
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今村仁司の清沢満之論と
「宗教哲学」の課題
杉本 耕一（愛媛大学准教授）

　今村仁司の清沢満之論
は、清沢研究に大きなイン
パクトを与えた業績である
にもかかわらず、「没後百
周年」以降の清沢研究の展
開のなかでも正面から取り
上げられることが少なかった。
　そこで本発表では、「宗教」の事柄をどのように
語るか、という問題に論点を集中させて今村の清
沢論を再検討したい。特に注目したいのは、直接
には述べられていないことまでも概念の論理的な
展開によって論じ進めようとする「哲学」的な読
解の方法、そして、「哲学」によって概念的に語る
ことができないものを語るために「比喩」的な語
りを用いる「仏陀学」の立場についてである。
　今村に導かれつつ清沢の言葉の性格について考
察し、その「宗教哲学」としての課題を明らかに
することで、異領域からの清沢研究の間の対話の
可能性を準備することを目指す。

▋▏全体討議
異領域間の「対話」は可能か？
コメンテーター　岩田 文昭（大阪教育大学教授）

　清沢満之研究の核になる
ものは、その「信心」である
と思う。このことは、思想
史・真宗教学・宗教哲学とい
う異なる研究領域の対話の
可能性を問題にする場合、
議論が拡散しないために、押さえておく必要がある。
　三人の発表者は、それぞれの手法で「信心」を
問うていた。ただし、杉本氏は「信心」の内容で
はなく、その語り方を主題にし、宗教哲学におけ
る方法論を論じているため、それ以外の学問との
間に壁を作る印象を受ける。杉本氏の力量からす
れば、たとえば武内義範先生がされたように「回
心」について宗教哲学の立場から論じることがで

Ⅲ
きるのではないだろうか。名畑氏の発表は、手堅
いものであったが、やや抑制が効きすぎている感
がある。今後は、より積極的に「信心」讃嘆の学
を現代社会に展開していただければありがたい。
繁田氏の発表は、その立場も「悪」を人間の現実
態とする清沢理解も明晰で首肯できた。ただ、真
宗学や宗教哲学の研究を参照されていないのはな
ぜだろうか。
　清沢の思想は重要だが、彼の生き方はさらに重
要だと思う。真宗の信心を近代的に語った清沢だ
が、その人生は神話化・物語化されている。今後、
思想と物語としての人生をあわせて研究する必要
があるのではないだろうか。

開催を終えて
企画・進行　名和 達宣（親鸞仏教センター研究員）

　本交流会は、昨年、「現代との対話」に主眼をおく
当センターの新たな試みとして立ち上がった（第
１回のテーマは「清沢満之研究の〈可能性〉――
没後百周年から見えたもの」）。今年度の第 ２回で
は、一足飛びに目新しいトピックへと移るのでは
なく、あえて“異領域間の「対話」は可能か？”と
いう根本的な問いに立ち返り、これまでの研究の
軌跡をたずねつつ、これからの方向性を模索した。
　はたして、その「対話」の場所を、清沢研究と
いう領域に――あるいは清沢研究をとおして――
見いだすことはできるであろうか。そして、われ
われが「異」と見なしているものの実態は何か。
　本交流会が、今後も“敬意ある批判”をぶつけ
合えるような場として継続していくことを期す。

※�研究発表・全体討議の詳細は、『現代と親鸞』第35号
（2017年 ６ 月 １ 日発行予定）に掲載予定です。

全体討議の様子
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『聖典』の試訳

如
来
の
大
悲
心
な
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
報
土
の

正
定
の
因
と
成
る
。
如
来
、
苦
悩
の
群
生
海
を

悲ひ

憐れ
ん

し
て
、
無
碍
広
大
の
浄
信
を
も
っ
て
諸し
よ

有う

海か
い

に
回
施
し
た
ま
え
り
。
こ
れ
を
「
利
他
真
実

の
信
心
」
と
名
づ
く
。�

（
二
二
八
頁
「
信
巻
」）

◆ 

必
得
往
生 

／ 

自
然
に
往
生
を
得
し

む 

／ 

は
じ
め
て
は
か
ら
わ
ざ
る

■
「
必
得
往
生
」
と
言
う
は
、
不
退
の
位
に
至

る
こ
と
を
獲う

る
こ
と
を
彰あ
ら
わ

す
な
り
。『
経
』（
大

経
）
に
は
「
即
得
」
と
言
え
り
、『
釈
』（
易
行

品
）
に
は
「
必
定
」
と
云
え
り
。「
即
」
の
言

は
、
願
力
を
聞
く
に
由
っ
て
、
報
土
の
真
因
決け

つ

定じ
よ
う

す
る
時じ

剋こ
く

の
極ご
く

促そ
く

を
光
闡
せ
る
な
り
。

「
必
」
の
言
は
、�

審
つ
ば
び
ら
か�〔
あ
き
ら
か
な
り
〕
な

り
、
然

し
か
ら
し
む

な
り
、
分
極
な
り
、
金
剛
心
成
就
の

貌
か
お
ば
せ

な
り
。�

（
一
七
八
頁
「
行
巻
」）

■
「
則
」
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
と
い
う
、
の

り
と
も
う
す
こ
と
ば
な
り
。
如
来
の
本
願
を
信

じ
て
一
念
す
る
に
、
か
な
ら
ず
、
も
と
め
ざ
る

に
無
上
の
功
徳
を
え
し
め
、
し
ら
ざ
る
に
広
大

の
利
益
を
う
る
な
り
。
自じ

然ね
ん

に
、
さ
ま
ざ
ま
の

さ
と
り
を
、
す
な
わ
ち
ひ
ら
く
法
則
な
り
。
法

則
と
い
う
は
、
は
じ
め
て
行
者
の
は
か
ら
い
に

あ
ら
ず
。
も
と
よ
り
不
可
思
議
の
利
益
に
あ
ず

か
る
こ
と
、
自
然
の
あ
り
さ
ま
と
も
う
す
こ
と

を
し
ら
し
む
る
を
、
法
則
と
は
い
う
な
り
。

�

（
五
三
九
頁
『
一
念
多
念
文
意
』）

帰
命
し
た
て
ま
つ
り
て
、
安
楽
国
に
生
ま
れ
ん

と
願
ず
。�（
三
一
三
頁
「
真
仏
土
巻
」『
浄
土
論
』）

◆ 

発
願
回
向 

／ 

二
尊
の
め
し
に
し
た

ご
う
て
安
楽
浄
土
に
う
ま
れ
ん
と
ね

が
う
こ
こ
ろ

■
至
心
回
向
し
た
ま
え
り
。
か
の
国
に
生
ま
れ

ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得
、
不
退

転
に
住
せ
ん
と
。�（
二
三
三
頁
「
信
巻
」『
大
経
』）

■
「
云い

何か
ん

が
回
向
し
た
ま
え
る
。
一
切
苦
悩
の

衆
生
を
捨
て
ず
し
て
、
心
に
常
に
作さ

願が
ん

す
ら

く
、
回
向
を
首し

ゆ

と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ

と
を
得
た
ま
え
る
が
ゆ
え
に
」
と
の
た
ま
え

り
。
回
向
に
二
種
の
相
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、

二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
は
、�

己お
の
れ

が
功
徳
を

も
っ
て
一
切
衆
生
に
回え

施せ

し
た
ま
い
て
、
作
願

し
て
共
に
か
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往

生
せ
し
め
た
ま
う
な
り
。

�

（
二
三
三
頁
「
信
巻
」『
論
註
』）

■
「
弘
願
」
と
言
う
は
、『
大
経
』
の
説
の
ご
と

し
。
一
切
善
悪
の
凡
夫
、�

生し
よ
う

を
得
る
は
、
み
な

阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
じ
て
、
増
上
縁
と

せ
ざ
る
は
な
し
と
な
り
。
…
…
仰
ぎ
て
惟お

も
ん

み

れ
ば
、
釈
迦
は
こ
の
方
に
し
て
発は

つ

遣け
ん

し
、
弥
陀

は
す
な
わ
ち
か
の
国
よ
り
来ら

い

迎こ
う

す
。�

彼か
し
こ

に
喚よ

ば
い
此こ
こ

に
遣つ
か

わ
す
。
あ
に
去ゆ

か
ざ
る
べ
け
ん
や
。

�
（
二
八
三
頁
「
証
巻
」「
玄
義
分
」）

い
」
と
い
う
、
釈
尊
と
阿
弥
陀
如
来
の
声
を
聞
く
の
で
す
。「
言
阿
弥
陀
仏
者
」
と
は
「
即

是
其ご

行ぎ
よ
う 」
だ
と
言
い
ま
す
。「
即
是
其
行
」
と
は
、
こ
の
心
が
法
蔵
菩
薩
の
「
願
い
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
個
人
的
な
願
い
で
は
な
く
、

法
蔵
に
よ
っ
て
行
ぜ
ら
れ
、
選
び
取
ら
れ
た
願
い
の
心
で
す
〔
注
1
〕。
私
た
ち
の
心
を
底

か
ら
破
っ
て
響
い
て
く
る
、
本
当
の
願
い
の
声
を
聞
く
。
そ
こ
に
確
か
に
阿
弥
陀
の
世
界

が
開
か
れ
て
い
る
の
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
。「
以い

斯し

義ぎ

故こ

」
と
は
、
阿
弥
陀

の
誓
い
に
お
い
て
間
違
い
な
く
定
ま
っ
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
意
味
に
よ
っ
て
こ
そ
、
と

い
う
の
で
す
。「
必
」
は
必
ず
、「
得
」
は
得
さ
せ
る
、「
往
生
」
と
は
阿
弥
陀
の
世
界
に
生

ま
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。「
必
ず
」
と
は
、
阿
弥
陀
の
世
界
に
生
ま
れ
さ
せ
る
と
い
う

こ
の
こ
と
が
「
自
然
に
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
す
。「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
お
い
て
初
め

て
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
は
か
ら
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
私
た
ち
の
生
き
ざ
ま
が
破
ら
れ

る
。
お
の
ず
か
ら
な
る
、
如
来
の
本
願
の
は
た
ら
き
な
の
で
す
。

〔
注
1
〕

・�

念
仏
を
称
え
る
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
「
行
」
と
は
言
え
な
い
で
は
な
い
か
（
摂
論
家
）、
と
の
批
判
に
対

し
、
善
導
は
「
阿
弥
陀
仏
」
こ
そ
が
行
だ
と
応
え
た
。
こ
の
言
葉
を
親
鸞
は
、
法
蔵
の
選
択
本
願
、
阿
弥

陀
の
願
力
成
就
の
内
容
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。

　

善
導
和
尚
の
云
わ
く
、「
言
南
無
者　

即
是
帰
命　

亦
是
発
願
回
向
之
義　

言
阿
弥
陀

仏
者　

即
是
其
行　

以
斯
義
故　

必
得
往
生
」（
玄
義
分
）

　

「
言
南
無
者
」
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
帰
命
と
も
う
す
み
こ
と
ば
な
り
。
帰
命
は
す
な

わ
ち
釈
迦
・
弥
陀
の
二
尊
の
勅
命
に
し
た
が
い
て
、
め
し
に
か
な
う
と
も
う
す
こ
と
ば
な

り
。
こ
の
ゆ
え
に
「
即
是
帰
命
」
と
の
た
ま
え
り
。「
亦
是
発
願
回
向
之
義
」
と
い
う
は
、

二
尊
の
め
し
に
し
た
ご
う
て
安
楽
浄
土
に
う
ま
れ
ん
と
ね
が
う
こ
こ
ろ
な
り
と
の
た
ま
え

る
な
り
。「
言
阿
弥
陀
仏
者
」
と
も
う
す
は
、「
即
是
其
行
」
と
な
り
。
即
是
其
行
は
、
こ

れ
す
な
わ
ち
法
蔵
菩
薩
の
選
択
本
願
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。
安あ
ん

養に
よ
う

浄
土
の
正し
よ
う

定じ
よ
う

の
業
因
な
り
と
の
た
ま
え
る
こ
こ
ろ
な
り
。「
以
斯
義
故
」
と
い
う
は
、
正
定
の
因
な
る
、

原　

文
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◆ 

即
是
其
行 

／ 

法
蔵
菩
薩
の
選
択
本

願 

／ 

安
養
浄
土
の
正
定
の
業
因

■
「
発
願
回
向
」
と
言
う
は
、
如
来
す
で
に
発

願
し
て
、
衆
生
の
行
を
回え

施せ

し
た
ま
う
の
心
な

り
。「
即
是
其
行
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
選せ

ん

択じ
や
く

本
願
こ
れ
な
り
。

�

（
一
七
七
〜
一
七
八
頁
「
行
巻
」）

■
正
定
の
業
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
仏
の
名み
な

を

称
す
る
な
り
。
称
名
は
必
ず
生
ま
る
る
こ
と
を

得
、
仏
の
本
願
に
依
る
が
ゆ
え
に
、
と
。

�

（
一
八
九
頁　

同
『
選
択
集
』）

■
一
切
凡
小
、
一
切
時
の
中
に
、
貪と
ん

愛
の
心
常

に
よ
く
善
心
を
汚け

が

し
、
瞋し
ん

憎ぞ
う

の
心
常
に
よ
く
法

財
を
焼
く
。�

急き
ゆ
う

作さ

急き
ゆ
う

修し
ゆ

し
て
頭ず

燃ね
ん

を
炙は
ら

う
が

ご
と
く
す
れ
ど
も
、
す
べ
て
「
雑ぞ

う

毒ど
く

・
雑ざ
つ

修し
ゆ

の

善
」
と
名
づ
く
。
ま
た
「
虚こ

仮け

・
諂て
ん

偽ぎ

の
行
」

と
名
づ
く
。「
真
実
の
業
」
と
名
づ
け
ざ
る
な

り
。
こ
の
虚
仮
・
雑
毒
の
善
を
も
っ
て
、
無
量

光
明
土
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
、
こ
れ
必
ず
不

可
な
り
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
正ま

さ

し
く
如

来
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の

所
修
、
乃
至
一
念
・
一
刹
那
も
疑ぎ

蓋が
い

雑ま
じ

わ
る
こ

と
な
き
に
由
っ
て
な
り
。
こ
の
心
は
す
な
わ
ち

◆ 

南
無 

／ 

帰
命 

／ 

二
尊
の
勅
命
に

し
た
が
い
て
…

■
し
か
れ
ば
、「
南
無
」
の
言ご
ん

は
帰
命
な
り
。

「
帰
」
の
言
は
、
至
な
り
。
ま
た
帰き

説え
つ

〔
よ
り

た
の
む
な
り
〕
な
り
、
説
の
字
、
悦
の
音こ

え

、
ま

た
帰き

説さ
い

〔
よ
り
か
か
る
な
り
〕
な
り
、
説
の
字

は
、
税さ

い

の
音こ
え

、
悦え
つ

税さ
い

二
つ
の
音
は
告つ

ぐ
る
な
り
、

述の
ぶ

な
り
、
人
の
意こ
こ
ろ

を
宣の

述ぶ

る
な
り
。「
命
」
の

言
は
、
業
な
り
、�

招ま
ね
き

引ひ
く

な
り
、
使
な
り
、
教
な

り
、
道
な
り
、
信
な
り
、�

計
は
か
ら
う

な
り
、
召め
す

な
り
。

こ
こ
を
も
っ
て
、「
帰
命
」
は
本
願
招し

よ
う

喚か
ん

の
勅

命
な
り
。�

（
一
七
七
頁
「
行
巻
」）

■
そ
れ
、
真
実
の
教
を
顕あ
ら
わ

さ
ば
、
す
な
わ
ち

『
大
無
量
寿
経
』
こ
れ
な
り
。
こ
の
経
の
大
意

は
、
弥
陀
、
誓
い
を
超ち

よ
う

発ほ
つ

し
て
、
広
く
法
蔵
を

開
き
て
、
凡ぼ

ん

小し
よ
う

を
哀
れ
み
て
、
選
び
て
功
徳
の

宝
を
施せ

す
る
こ
と
を
い
た
す
。
釈
迦
、
世
に
出し
ゆ
つ

興こ
う

し
て
、
道
教
を
光こ
う

闡せ
ん

し
て
、
群ぐ
ん

萌も
う

を
拯す
く

い
、

恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
と
欲お

ぼ

し
て
な

り
。�

（
一
五
二
頁
「
教
巻
」）

■
世
尊
、
我わ
れ

一
心
に
尽
十
方
の
無
碍
光
如
来
に

《
参
考
》（
ペ
ー
ジ
は
す
べ
て
『
真
宗
聖
典
』）

　
善
導
二
つ
目
の
銘
文
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
つ
い
て
の
釈
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
単

な
る
語
義
や
解
釈
の
羅
列
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
は
む
し
ろ
、
何
と
も
言
葉
に
尽
く
し
が
た
い

よ
う
な
〝
動
き
〞
が
あ
ふ
れ
出
し
て
い
る
。「
南
無
」
が
「
発
願
回
向
」
で
「
阿
弥
陀
仏
」
が

「
行
」
だ
と
い
う
、
こ
の
言
葉
自
体
は
、
私
た
ち
の
思
考
の
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
。
善
導
や
親

鸞
に
お
い
て
、
受
け
取
ら
れ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
常
に
〝
そ
こ
〞
を
破
り
、
動
き
続
け
て

い
る
の
だ
。

　
常
に
動
い
て
や
む
こ
と
が
な
い
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
も
同
様
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
っ

と
刹
那
的
で
あ
る
。
私
た
ち
の
関
心
と
欲
求
は
、
新
し
い
獲
物
を
目
が
け
て
次
か
ら
次
へ
と
飛

び
回
る
。
こ
の
あ
り
さ
ま
を
、
法
然
は
一
所
に
落
ち
着
け
な
い
猿
や
馬
に
喩た

と
え
た
。
ど
れ
だ
け

斬ざ
ん
新
で
革
新
的
な
発
見
も
、
ど
れ
ほ
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
視
座
の
転
換
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
ひ

と
つ
の
「
流
れ
ゆ
く
も
の
」、「
移
ろ
い
ゆ
く
も
の
」
で
し
か
な
い
。
ま
っ
た
く
違
う
、
新
た
な

も
の
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
「
自
分
」
と
い
う
関
心
の
枠
の
な
か
か
ら
は
一
歩
も
出
ら

れ
て
い
な
い
。

　
精
一
杯
手
を
伸
ば
し
た
先
に
あ
る
も
の
は
、
今
の
自
分
に
本
当
に
必
要
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
言
葉
は
「
称
え
よ
」
で
は
な
く
「
聞
け
」
と
言
う
。
あ
れ
こ
れ
と
口
を

開
く
前
に
、
言
葉
が
来
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。 

（
元
研
究
員　
内
記
洸
）

こ
の
義
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
と
い
え
る
御お
ん

こ
こ
ろ
な
り
。
必
は
か
な
ら
ず
と
い
う
。
得
は

え
し
む
と
い
う
。
往
生
と
い
う
は
浄
土
に
う
ま
る
と
い
う
な
り
。
か
な
ら
ず
と
い
う
は
、

自じ

然ね
ん

に
往
生
を
え
し
む
と
な
り
。
自
然
と
い
う
は
、
は
じ
め
て
は
か
ら
わ
ざ
る
こ
こ
ろ
な

り
。�

（『
真
宗
聖
典
』
五
二
〇
〜
五
二
一
頁
）

　

「
言ご
ん

南な

無む

者し
や

」
と
い
う
の
は
、「
帰
命
」
と
い
う
、
本
当
に
大
切
な
言
葉
で
す
。「
帰
命
」

と
は
、
釈
尊
と
阿
弥
陀
如
来
か
ら
の
呼
び
か
け
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
願
い
そ
の
ま
ま
の

心
に
な
る
、
と
い
う
言
葉
で
す
。
私
た
ち
の
思
慮
分
別
を
超
え
た
深
い
願
い
に
、
こ
の
身

が
す
っ
か
り
翻

ひ
る
が
え

さ
れ
る
。
で
す
か
ら
「
即そ
く

是ぜ

帰き

命み
よ
う 」
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。「
亦や
く

是ぜ

発ほ
つ

願が
ん

回え

向こ
う

之し

義ぎ

」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
南
無
」
は
ま
た
、
阿
弥
陀
の
世
界
に
生
ま

れ
た
い
と
願
う
心
な
の
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
本
当
に
帰
る
べ
き
世
界
に
帰
り
な
さ

現
代
語

 「
善
導
大
師
の
銘
文
」（
二
）

 

『
尊
号
真
像
銘
文
』
試
訳
㉔
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リレーコラム

﹁近代教学の足跡を尋ねて﹂第 ₇回
（鎌倉市稲村ヶ崎・寸心荘）

　JR鎌倉駅から江ノ電に乗って五つ目に「稲村ヶ崎」
という駅がある。映画「稲村ジェーン」（桑田佳祐監督、
1990年）の舞台になるなど、いわゆる“波乗り”の聖
地として知られる街であるが、太平洋戦争の終戦間際、
日本の思想史上に大きな波を起こした人物が、この場
所で命を終えていった。
　――西田幾多郎。「哲学者」としての生涯を生き抜い
た人物であるが、若き頃には清沢満之や浩々洞三羽烏
から多大な影響を受けるなど、近代真宗教学との関係
も無視することはできない。その西田は晩年、この街に
別邸をかまえ、論文の執筆に励んだ（現在は学校法人学
習院が管理、通称「寸心荘」）。なかでも親友・鈴木大拙
との対話や『教行信証』の読書を重ねながら著した最後
の完成論文は、親鸞に深い共鳴を示した宗教論であっ
た。その名を「場所的論理と宗教的世界観」という。
　海をこよなく愛
した西田は、そこ
に「何か無限なも
のが動いている」
と詠じた。生前、
書斎机は鎌倉の海
の方角に向けられ
ていたと伝わる。
� （名和）

行事日程のご案内
■親鸞思想の解明
　日　時：201６年 ６ 月 9 日（木）18時30分～20時30分
　　　　　　　　 7月22日（金）18時30分～20時30分
　　　　　　　　 8月25日（木）18時30分～20時30分
　会　場：東京国際フォーラム　ガラス棟（Ｇ棟）

■ご命日のつどい（毎月第 ２金曜日）
　日　時：201６年 ６ 月10日（金）10時～11時30分
　　　　　　　　 7月 8日（金）10時～11時30分
　　　　　　　　 8月12日（金）10時～11時30分
　会　場：親鸞仏教センター仏間（新施設）
上記共に、事前申込み不要・無料です。

学習院西田幾多郎博士記念館（寸心荘）

親鸞仏教センターが移転しました。 ﹃アンジャリ﹄第₃₁号刊行（₂₀₁₆年₆月₁日）
　 ● 山極寿一／﹁人間社会の由来と未来﹂

● 鈴木範久／﹁内村鑑三と『安心決定鈔』﹂
● クリス・バ�ージェス／﹁国際化、多文化共生、また

は日本の﹁開国﹂ジレンマ﹂
● 入不二基義�／﹁哲学的なレスリング、レスリング

的な哲学﹂
● 大熊　玄／﹁﹁哲学の博物館﹂という矛盾﹂
● 石川九楊／﹁親鸞の書―その逆接と逆説﹂
● 櫻井義秀／ ﹁カルトからの回復―レジリアンスを

てがかりに﹂
● 下園壮太／�﹁﹁必ず乗り越えら

れる﹂という言葉
の力﹂

● 今村純子／�﹁﹁見ること﹂から
﹁創ること﹂へ―
映画『Peace』をめ
ぐって﹂

　研究員　青
あお

 柳
やぎ

　英
えい

 司
し

1985年栃木県生まれ。
大谷大学文学部真宗学科卒業。大谷大学大学院文学研究科修
士課程修了。同研究科博士後期課程修了（真宗学）。博士（文
学）。元大谷大学任期制助教。専門は、親鸞聖人、善導大師の
思想研究。

　研究員　長
は

谷
せ

川
がわ

 琢
たく

 哉
や

1975年新潟県生まれ。
大谷大学文学部哲学科卒業。大谷大学大学院文学研究科修士
課程修了。京都大学大学院文学研究科博士後期課程研究指導
認定退学（宗教学）。元大谷大学任期制助教。元大谷大学非常
勤講師。元龍谷大学非常勤講師。元光華女子大学非常勤講師、
等。専門は、井上円了、清沢満之を中心とした近代仏教哲学。

センター新スタッフの紹介

本郷三丁目
湯島

新宿

代々木

池袋

東京

東京メトロ
丸ノ内線

東京メトロ千代田線

西日暮里

都営大江戸線

JR山手線

★

■都営地下鉄大江戸線
　「本郷三丁目」駅
　5番出口から徒歩7分

■東京メトロ丸の内線
　「本郷三丁目」駅
　2番出口から徒歩8分

■東京メトロ千代田線
　「湯島」駅
　5番出口から徒歩7分

本郷三丁目駅

本郷三丁目駅

湯
島
駅

春日通り

●湯島
　小学校

●霊雲寺
　（真言宗）

●湯島
　天満宮

サ
ッ
カ
ー
通
り

　ファミリー
●マート

本富士
警察署●

●みずほ銀行

●東京大学

サッカー　
ミュージアム●

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

消
防
署
前
通
り

都営大江戸線

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線

セブン
イレブン●

親鸞仏教センター

●三菱東京
　UFJ銀行


